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日本大学法学部新聞学科３年 0630024 岡田朋子 
 

女子児童のメディア接触によるやせ願望誘発に関するアンケート調査 
～女性ファッション誌の低年齢化～ 

 
 
1． 問題意識  
 

痩せ指向は若い女性の間で広まり、かつ強まり、さらに低年齢化してきた。痩せた体型が魅力的であると

いう認識は、海外の研究によると、TVや雑誌などのメディアによって鼓舞されているという。社会的圧力

や風潮が子どもたちや青少年に与える影響は計り知れぬほど大きい。～松浦賢長(2000）～ 

 
｢ダイエット｣。それは現代社会において、年齢や性別を越えた国民的な関心ごとであり、

私たちの生活に広く浸透している言葉だ。先進諸国では、メタボリックシンドロームなど

肥満が問題とされている一方で、若い女性の｢痩せ｣は増え続けている。しかし、なぜ、若

い女性は痩せていっているにも関わらず、痩せていることに魅力や価値を感じ、｢ダイエッ

ト｣に励むのであろうか。 
私が、研究テーマに｢ダイエット｣を選んだのは、単に｢痩せたい!!｣という、自分自身を長
い間悩ませている、｢痩身願望｣のルーツを知りたいという理由からだった。しかし、その

中で｢痩せ願望｣や｢ダイエット志向｣が中高生から小学生へと低年齢化する現状が問題視さ

れていることを知った。近年、アイドルの低年齢化・女性ファッション誌においてもセグ

メント化が進む中で、｢ティーン｣層をターゲットとした雑誌が多くみられる。街を歩いて

いても、ファッションやメイクに気を使った女子児童が増えたように感じるのは私だけで

はないはずだ。10 代後半から 20 代の若い女性のみならず、女子児童にまで｢痩せ=魅力｣と

いうイメージを植えつけているのは、このようなマス・メディアの影響力が大きく関係し

ているのではないかと感じた。それと同時に、メディアがつくったこのような社会の風潮

を煽っているのは、ダイエットに強い関心をよせる私たち若い女性でもあるのだ。私自身

が、マス・メディアの｢痩せ=魅力｣に踊らされている、被害者であると同時に加害者でもあ

るのだ。 

ダイエットには、マス・メディアの影響、家庭環境、心理的要因、被服行動、社会的風

潮など、さまざまな問題が絡んでいる難しい問題である。今回の私の研究では、マス・メ

ディアの影響がどれほど大きく、女子児童に影響を及ぼしているのかという点を重視した

いと思う。 

女性ならば、誰しも美しくありたいと思うはずである。若い女性はファッション誌のモ

デルのようなスリムな身体を魅力と感じたり、男性の期待や社会的価値観に応えようとす

るような｢痩身=魅力｣という社会的風潮には疑問を抱かざるを得ない。痩身とは違う、真の



美しさを提案したいと思う。 

 

「メディアで流される細身＝美という大人の価値観をすり込まれている可能性がある。特に成績や友人関

係に漠然とした不満をもつ子は自分を変えたいという願望があり、やせることですぐにでも新しい自分に

なれる、素晴らしい人生が開けるという期待もある」               

 ～深谷和子 

2．研究対象の紹介 
 
2.1 ダイエット 
 
2.1.1 ダイエットとは 
 
●英語辞書によると 
 
① 日常の飲食物、常食、体重を減らすために決められた食事。 
② 会議、議会、一日の旅、一日の仕事。 
①、②ともに、ダイエットはディ(日)という語に関連がある。②は決まった日に開かれるか
ら、会議を意味する。①の意味も、ディ(日)とつながっていて、一日分の決められた食事を
ダイエットということになる。 
 
●国語辞典によると 
① カロリーが少なく、食べても肥らない食品。 
② カロリーの少ない食物を食べたり、食物を制限したりして、体重を減らすこと。 
 
●『朝日現代用語知恵蔵』(1995)によると 
規定食、やせるための低カロリー食、食事療法。 
 
→一般的には「やせる方法全般」として使われている。 
 
 
2.1.2 痩身願望とは 
 
●痩身願望の定義 (馬場･菅原、2000) 
 
「自己の体重を減少させたり、体型をスリム化しようとする欲求で、食事制限、薬物、エ

ステなど様々な痩身行動を動機づける心理的要因」 



 
2.1.3 ダイエットの歴史 

 
一般に、食糧が豊かでない時代や地域では、肥満であることは、富と繁栄のしるしであ

るととらえられた。そして、太った人々は、隣人から羨望の目で見られてきたのだ。一方、

食糧が豊富に手に入れられるようになった現在、時代の流れは、スリムであることを好ま

しいとする。 
ダイエットが社会現象となるのは、19 世紀末ごろからである。スリムになるためのダイ
エットは、だいたい、ここ百年くらいのもので、ダイエットは、近代化の現象なのである。 

1960年代後半から、美しい女性はスリムであり、痩せていることが女性の地位と富の象
徴となっている。イギリス人モデルの「ツイッギー」がセクシーなモデルとして登場した

のは 1966年頃である。｢女性は細身のほうが格好いいし、美しい｣という誤解が蔓延し始め
たのは 1960年代後半からだとみてよいようだ。 

 

図表 1 【ツイッギー】Yahoo!(画像検索) 2008年 4月 22日 
http://www.twiggylawson.co.uk/twiggydownload2.jpg 

 
●19 世紀末…日本では、鳩胸、出尻が嫌われ、ずんどうで柳腰がよいとされていた。     
西洋では、それとは対照的に胸とヒップの豊かなふくらみを強調した体型が女らしい姿で

あると考えられていた。 
→明治の女性誌には、「痩せる法」のあとで「肥える法」が取り上げられている。これは、

健康上の理由も考えられるが、西洋化が始まりつつあったという時代の流れを合わせると、



日本女性の身体に対するイメージが変わりつつあったとも考えられる。 
 
●20 世紀初頭…パリのオートクチュールのデザイナーたちが、スリムで直線的なラインの
モードを発表し始め、第一次世界大戦後欧米の女性たちはコルセットをはずし、凹凸の少

ないシルエットと幾分短くなったスカートを着用するようになった。 
→こうした傾向は、ファッション写真や映画、女性雑誌によって、西洋ばかりでなく日本

を含む世界に普及していった。 
 
●昭和初期…1930年代ごろになると、日本では女性雑誌にも美容全般に関する記事が多く
掲載されるようになる。一部の上流階級の女性たちは、西洋式の生活を模倣し、洋装を行

うようになった。女性たちが洋装の似合う西洋人的な身体を求め始めた時、西洋美容術と

してのダイエットという概念は少しずつ確立していった。 
 
●第二次世界大戦中…情報誌や工業化による既製服の普及により、一般女性たちのファッ

ションへの関心は高まっていった。女性たちが自らのサイズを意識する環境は整えられつ

つあった。 
 
●1960年代後半…世界中にツイギー・ブームが巻き起こる。この年代を境にグラマーボデ
ィは下火傾向をたどり始め、これ以降女性美の規準は細身へと向かい始める。 
 
●1980年代…健康ブーム、フィットネスブーム、ジョギングやスポーツなどもブームとな
って体への関心がそれまでになく高まっていった。太りすぎは美しくないのみならず健康

にも良くない、太っている人は意志が弱い人、などの言説が流布され、「ダイエット」とい

うことばが多く使用され、拒食症や過食症といったことばが広く知れわたるようになった。 
  
・秋元･諸橋(1987) 

 
｢痩せた女性が美しい｣とする現代の美意識は、アメリカにおいて、1960年代頃から急激

に広まったとされるが、その後、欧米人の体型や顔を理想とする日本人にもその規範が浸

透し、現在では《脅迫的な基準》にまで達しているという。 
 
 
2.1.4 ダイエット産業 

 
現在の日本のダイエットビジネスの正確な市場規模は正確には把握しがたいが、少なく

とも 1兆円超の規模にあると推定される。 



ダイエットビジネスにおける現在の引役は、OL や主婦など、女性層である。2004 年に
スイス・ジュネーブで開催された WHO 総会でも生活習慣病を引き起こす肥満防止のため
の｢食事、運動、健康に関する世界戦略｣が採択されたことも追い風となって、近年では、

中高年層で生活習慣予防の一環として肥満に関心が高い人が増え、ダイエットの目的には、

美容に加え、健康維持・増進というコンセプトが徐々に浸透していくだろう。若い女性と

中高年層の双方が実際の市場を支えている。今後ダイエットビジネスのマーケティング戦

略検討に際しては、顧客層を美容(抗加齢)市場、健康・肥満予防市場、肥満症治療市場の３
つのカテゴリーに区分して検討が求められる。 
 
●ダイエットビジネスの分類 
 
① ダイエット指向の日常加工食品あるいは栄養補助食品や抗肥満薬を製造・販売する食

品・薬品系ビジネス。 
② 体重計やトレーニングマシーン等を製造・販売する機械・用具系ビジネス。 
③ ダイエット法が記述された書籍や雑誌の販売等の出版系ビジネス。 
④ フィットネスクラブやエステティックサロンなどのサービス業。 
⑤ e-フィットネスなどと称されるネット系ビジネス。   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 2 今後のダイエット市場 
浅野信久(2004)『ダイエットビジネスの現状と今後』｢食品と開発｣，CMPジャパン．No.8 

vol．38． 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 3 ダイエットビジネスの事業モデルの市場推移 
浅野信久(2004)『ダイエットビジネスの現状と今後』｢食品と開発｣，CMPジャパン．No.8 

vol．38． 
 

 
 
2.1.5 適正体重と BMI 
 
●BMI(Body Mass Index)とは 
世界的に通用する体格指数である。 
体重を身長の二乗で割った数値で、肥満の指数として広く利用されている。 
 
［BMI]の算出式 
BMI =体重（kg）÷ [身長（m）]2 

低体重(痩せ) 18.5 未満 

普通体重 18.5 以上 25 未満 

肥満(1 度) 25 以上 30 未満 

肥満(2 度) 30 以上 35 未満 

肥満(3 度) 35 以上 40 未満 

肥満(4 度) 40 以上 

 



図表 4 肥満度の判定基準（日本肥満学会 2000）2008 年 4 月 12日 

 

・切池・永田･白田(1996) 
 
わが国の女子青年に関して、BMI をみると、ここ３０年間、平均身長が伸びているにも
関わらず、平均体重は増加していない。結果的に BMIも減少し続け、最近では医学的に｢痩
せ気味｣と評価される２０．０近づきつつある。 
 
 

 

図表 5 日本人の体格の変化(BMIの推移)  
本川裕：社会実情データ図録 http://www2.ttcn.ne.jp/~honkawa/2200.html  

2008年 4月 12日 
 

男女別年齢別の体格指数（BMI）の推移は非常に興味深い日本人の変化を示している。戦

後直後には 20 歳以上の男女の体格は年齢による差が余りなく、おおむね BMI が 21～22 程

度であった。戦後 50 年の体格の変化は男女によって大きく異なっている。若い女性はやせ



ていっているにもかかわらず、ダイエットをしている。 

 
 
2.1.6 摂食障害 
 
●ダイエットによる健康被害 
 
摂食障害 
 
拒食症や過食症などの摂食障害患者が、思春期から青年期の若い女性を中心に急増して、

社会問題化している。その原因の一つとして、本能的欲求を無視した極端なダイエットに

走らせる｢痩せ願望｣と｢肥満恐怖｣がある。 
 
●摂食障害とは 
 
主に神経性食思不振症(拒食症)と神経性過食症(過食症)に分かれる。 
 
拒食症→ 身体像の障害、強い痩せ願望や肥満恐怖などのため、不食や摂食制限、あるい

は過食して嘔吐するため、著しい痩せと種々の精神･身体症状が生じる症候群。 
 
過食症→体重が正常範囲内で拒食症ほど痩せを来さず、強迫的に多量の食物を摂取し続け、

自制困難な過食のエピソードを繰り返しては、嘔吐や下痢の乱用並びに極端な接触制限に

より体重増加を防ぐという症候群。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 6 摂食障害の判断基準(米国精神医学会 1994年) 
切池信夫(2007)『無理なダイエットが引き金に!?摂食障害を考える』｢食生活｣，No.8 Vol.101. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

図表 7 精神症状、行動異常、身体症状 
切池信夫(2007)『無理なダイエットが引き金に!?摂食障害を考える』｢食生活｣，No.8 Vol.101. 

 
●摂食障害患者が増加している要因は、社会的要因と心理的要因が考えられる。 
 
社会的要因  
 
・女性の高学歴化や社会進出の増大に伴う競争社会におけるストレス 
・肥満蔑視と痩せ礼讃の社会的風潮 
・ 豊食時代といわれるように食事に対する享楽的傾向の蔓延 
 
心理的要因 
 
・ 核家族化の進行に伴い、親の過保護･過干渉の傾向の浸透 
・ 対人交流の狭小化と貧困化し、自我機能が未発達となり脆弱化 
 
そのほかにも、貧血や、生理不順、なども起きやすい。 
 
 
2.1.7 ダイエットする目的 
 
松浦(2000) 
なぜ、痩せ指向がこれほどまでに各年齢層にわたって存在するのか、に対する回答はい

くつかに集約される。 
 
(1) 美しくなり(あり)たいから。 
(2) 異性の目が気になるから。 
(3) 同姓の目が気になるから。 
(4) 着たい服が見栄えよく着こなせるから。 
(5) 痩せたという達成感から。 
(6) 変わらぬ日常・低調な日常における生きていく上での、達成目標としたいから。 
(7) 自己に対する否定感情ゆえに変わりたいから。 
(8) 健康になりたいから。 



(9) 軽快感を得たいから。 
(10)痩せを指向する集団で浮き上がりたくないから。 

 
また、メディアや友人をはじめと社会的圧力(女性は細い身体が好ましいと考える風潮で

あり、親・身内の態度、あるいは自尊感情や自身の体型(認識)が強く影響している。 
 
 
2.1.8 肥満大国アメリカ 
 

米国が肥満世界一であることは知られているがデータ的にも確認されている。米国の他、

英国、オーストラリアといった英語圏の諸国の肥満比率が高いのが目立っている。アメリ

カは現在、成人の 55%、9700 万人が BMI25 以上の過体重または BMI30 以上の肥満であ
る。今日のアメリカで、肥満であることは、社会的に不利益をこうむる。アメリカ社会で

は、スリムであることに価値をおき、肥満者に対しては否定的な固定観念を持つからだ。

学校や職場で差別されることもある。肥満者に対して、6～9 歳の児童でさえ、｢なまけ者･
うそつき･ずるい｣という印象を持つ。肥満者のイメージは、医療関係者にもその責任の一

端がある。医療従事者が過体重の人に使う表現は、｢意思が弱い・気難しい･不器用な・自

分に甘い・未熟な・情緒障害がある｣といった否定的なものばかりである。 
  



 
図表 8 成人肥満比率の各国比較(OECD諸国，2003年までの最近年) 

肥満の男女比本川裕：社会実情データ図録 http://www2.ttcn.ne.jp/~honkawa/2220.html 
2008年 4月 12日 

 



 

    

 



図表 9 米国における肥満比率の上昇米国における一般的な死亡の実際原因(2000年) 
本川裕：社会実情データ図録 http://www2.ttcn.ne.jp/~honkawa/2220.html 

2008年 4月 12日 
 
       
2.1.9 ダイエットの事例 
 
●痩せ過ぎのファッションモデルのショーへの出場禁止→①資料参照 

 
痩せ過ぎのファッションモデルは、若者達に誤ったメッセージを与える可能性があるた

め、9 月に予定されているファッションショー「マドリード・コレクション（PASARELA 
CIBELES）」に参加できないと、地元メディアが 8日報じた。 
 このファッションショーに協賛しているマドリード市の議会は、保健当局の協力のもと、

身長と体重の割合など 18 項目にわたる最低基準を設けた結果、「体重が少なすぎる」とい
う理由から、2006年に出場していた約 3分の 1のファッションモデルを今回のショーへ出
場禁止にした。 



 
図表 10 ニュース｢3人のモデルがファッションショーに出場禁止、理由は「やせすぎ」｣

http://news.livedoor.com/article/detail/3506163/  2008年 4月 22日 

 
 
2.2 女性ファッション誌 
 
2.2.1 女性ファッション誌の歴史 

 
女性ファッション誌が登場したのは、1970年代からである。大判（A4変形版か、L版）

で、誌面が大半カラーグラビアを占める。1970年以降ほとんどの女性誌がこのスタイルに
なっていく。 
 
1970年代 『an・an』(1970) 

『non・no』(1971) 
『JJ』(1975) 

・1970年代初頭の女性誌は、『an・an』や『non・no』（両
誌は、アンノン族と炉言う付属を流行らせたことでも知られ

ている。）のようなオーソドックスな編集方針であった。オ



『MORE』・『クロ
ワッサン』(1977) 
 

ーソドックスとは、女性のファッションやライフ・スタイル

の需要が誰にでも選択可能なことで、正統派カジュアルの域

にあった。この 2誌の読者層は全国区であった。 
・1975年に創刊された『JJ』は、全国区スタイルに差別化
をはかり、都会のセレブな階層をターゲットとした。その象

徴が｢ニュートラ｣ファッションである。｢ニュートラ｣は、奥

様向けのブランド商品を組み合わせた、コンサバ・セレブ的

なトータルコーディネイトファッションである。読者層も

20代前半を対象とした紙面づくりであった。 
・1978年、読者参加型の誌面構成に切り替え、読者層を女
子学生にシフトさせていった。｢JJ 編集の読者参加・モデ
ル・企画者大募集｣にみられる。 
・｢ニュートラ｣から、｢ハマトラ｣ファッション(ヨコハマ・
ニュー・トラディショナルの略)へ。 
ブランド性重視は変わらないものの、おしゃれ度から機能性

を重視することに努めた。ポロシャツとトレーナーの上着、

ボックス・ギャザー・センタープリーツ巻きなどのスカート。

ハイソックスと低いかかとのカッターシューズというカレ

ッジ向けのスタイルである。 
1980年代 『 COSMOPOLIT

AN』(1980) 
『 with』、『 Can 
Cam』(1981) 
『 OLIVE 』 、

『ELLE』、『marie 
claire』(1982) 
 
 

・1980 年代にはいり、『JJ』の｢ハマトラ｣スタイルは続い
た。 
・『JJ』のあとを受けて、『Can Cam』(1981)や『ViVi』(1983)
の女性誌もコンサバ・セレブ的スタイルを追随し、お嬢様向

けに次々と差別化したトレンドを提案し続けてきた主要女

性誌であった。『Ray』(1988)の創刊により 4 大女性誌が完
成する。 
・1980年代前半は、華やかさの伴うセクシーなスタイルを
扱う記事が目につくようになり、｢セミタイト｣ファッション

（下半身を象徴したタイトなミニスカートスタイル）が登場

した。 
・1980年代後半には、｢ボディコン｣ファッションワンレン
に全身のラインを象徴したセクシースタイル）が誕生。ボデ

ィコンは、通称・合コンファッションとも言われ、短期大学

の女子学生中心に広がった。OL・社会人女性たちのディス
コクイーンはボディコンファッションのシンボルとなった。

トレンディ華やかりしファッションとして、（景気高揚バブ



ル全盛の申し子として）ボディコンは語り継がれていった。  
1990年代 『Popteen』(1996) 

『VERY』(1995) 
・1990年代初頭、景気が後退はじめる。華麗なファッショ
ンも影響を受け、登場したのが｢デルカジ｣ファッション(モ
デルの普段着カジュアルの略、地味なスタイル)である。 
・華やかさに疲れた社会全体をカバーするかのように｢ジミ｣

を基調とするスタイルは広がっていった。 
・モード系ファッションにより、アンチ・セレブ系ファッシ

ョンの兆しが見えてくる。 
・1990年代半ば、女子高生ブームが沸き起こり、｢ロマンチ
ック｣ファッション(パステル調カラーにキャミ・シースルー
デザイン中心の露出系ファッションスタイル)が溢れた。 
・ロマンチックはファッションの低年齢化の始まりである。 
・1990年代後半、アムロ、ナオミ・キャンベルにみるカリ
スマの存在によって、｢女子高生文化ギャル｣の誕生する。渋

谷 109 開店により、特定ショップが注目され、そこにはカ
リスマ店員の存在があった。 

2000年代 『JJbis』(2001) 
『AneCan』(2001) 
『 PrettyStyle 』
(2002) 
『STORY』(2002) 
『PINKY』(2004) 
『Precious』(2004) 
『GLAMOROUS』
(2005) 
『 MARISOL 』

(2007) 
『HERS』(2008) 

・2000年代に入ると、セグメント化が始まる。年齢だけで
なく、｢ティーン向けのストリート系、ギャル系｣などの細か

いテイストの違いが新しい雑誌を生み出す。 
 
セグメント化については、女性ファッション誌の現状で詳し

く述べたいと思う。 

 
 2.2.2 女性ファッション誌の内容 

 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 11 男性雑誌・女性雑誌の世界(内容) 
諸橋(1994)｢雑誌ブームと雑誌に描かれた｢若者｣像｣，p.162 

 
 
2.2.3 女性ファッション誌市場 

 
2006年女性誌の発行部数は、3億 6437万部(前年比 97.3％)で、2年連続の増加から減少

に転じた。発行点数も休刊誌が 12点と多かったため、129誌に減少している。女性月刊誌
のジャンル別発行部数をみると、｢ティーン｣、｢ヤング｣、｢20代｣のファッションで 50％弱
を占めている。もはや、日本の市場は成熟化しており、これ以上、全体のパイが大きくな

る可能性は低い。限られたパイの中での競争が激化する中で、市場の細胞分裂が進んでき

そうだ。女性誌市場で、注目されているのは 30代、40代の女性に向けた市場である。 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 12 女性月刊誌のジャンル別発行部数 
『情報メディア白書 2008』(2008) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 13 ベーシックファッション誌主要雑誌状況  
『ヤノ・レポート』(2006) 

 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 14 Oggi世代、20代キャリアウーマン主要雑誌 
『ヤノ・レポート』(2006) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



図表 15 女性誌ジャンル別推定発行部数 
『ヤノ・レポート』(2006) 

 
 
2.2.4 女性ファッション誌の読者層(10～18歳までの若い女性) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 

 
図表 16 ファッション誌累積読書人数および読書率(太字は当該コーホートでの最大読書

率) 
栗田(2006)｢女性ファッション誌の重要度基準｣p.78. 

 
2.2.5 女性ファッション誌の現状 
 
●細分化(セグメント化) 
・｢ティーン｣、｢ヤング｣、｢ヤングアダルト｣、｢アダルト｣と大きく分けて、4つにセグメン
ト化される。それだけでなく、細かいテイストによっても細分化されている。 
・最近では、もともとあまりセグメント化されていなかったティーン誌の市場が、ティー

ン向けのストリート系、ギャル系というように細分化されてきた。 
 
 10代 20代前半 20代後半 30代 40代 50台 
光文社 『JJbis』『JJ』 『GLASSY』  『VERY』   『STORY』  『HERS』 
小学館 『CanCam』

『PrettyStyle』  
『AneCan』 
『Oggi』 

『Precio
us』  

  

講談社  『ViVi』 『 GRAMOR
OUS』 

『With』 『Grazia』  

集英社 『non-no
』 

『PINKY
』 

『MORE』 『LEE』 『 Marisol
』 

『eclat』 

 
 
●卒業生 
 世代ごとにセグメント化されたことによって、高校生から大学生へ、社会人へと変化す

るとともに、雑誌を卒業して、次の世代の雑誌へと移行していくことである。 
 
●ローティーン 
この数年、読者の囲いこみをはかって、ローティーン市場が活性化している。10年、20
年後のことを考えれば、早いうちに読者を取り込んでしまうのが得策なのだ。今、ローテ

ィーン誌に夢中になっている世代が大人になったときどのような雑誌を求めるか。これは、



今後の女性誌市場を占う上で、重要なテーマだ。 
 
●キャリア 
女性誌の市場で、今注目されているのは 30代，40代の女性に向けた市場である。これま

でのように年齢ではない切り口、｢活発な 30～40代のキャリア｣などの異なる切り口の雑誌
が目立ってきている。 
 
 
3．先行研究の紹介 
 
3.1 ダイエットに関する研究 

 
3.1.1 若い女性の痩せ志向 
 

・杉田・田中・高橋・佐藤・山田(2001) 

 

成人女子のからだつきに対する意識は、年齢が若いほど体つきを強く意識しており、若

年女子においては、背は高く、体重は軽く、胴囲、腰囲は現実値よりも細く、胸囲と胴囲

の差が大きくて、女性らしいくびれのあるからだつきを願っている。このような理想値を

現実の身体値と比較すると、理想地が現実値より大きく痩身指向に傾いたボディ・イメー

ジを形成するようになってきている。 

 

諸橋(1994) 

 

若い女性が年々痩せていく理由の一つとした、ダイエット行動の習慣化、定着化の影響

が考えられる。実際、ダイエット食品、エステティックサロン、フィットネスクラブ、痩

身用運動器具、痩せる衣服や下着などさまざまなダイエット関連商品は若い女性に浸透し

ており、女性雑誌にもこれらの広告や記事が多数掲載されている。 

 
 



 

（厚生労働省「国民健康・栄養調査」平成15年） 
・鎌倉(2006) 
 
 痩せることを美とする現代の風潮の影響により、痩せ願望を強く抱いている青年女子が

増加しており、摂食障害の発症には至らないような拒食や過食傾向も含めた食行動異常の

問題持つ青年女子も増えつつある。 
これまで近年のダイエットに関する雑誌記事や広告等の流布が若年層の痩せ指向を助長

し、このことが摂食障害に影響していると指摘されてきた。確かに、ダイエット志向を助

長させる一因であり、さらにその痩せ志向の高さが食行動異常の問題に影響していること

は十分予測される。しかし、過食に影響する諸要因について検討する場合には、社会的環

境要因だけでなく身体不満の要因から生じる痩せ願望について踏まえることも重要である。 
 
 
 
 

 



 
 
 
 
 
 
 

図表 過食に対する身体不満，痩せ願望の影響のモデル図 
鎌倉利光(2006)｢女子学生の過食傾向に対する身体不満と痩せ願望の影響についての因果モ
デルの検討の試み｣『学校メンタルヘルス』学校メンタルヘルス学会，第 8巻，pp.127-131. 

 
 

3.1.2 児童の痩せ願望 
 
・巽(2007) 

 
先進諸国に広まった｢痩せ礼拝｣の背景にはテレビやマスコミが大きく影響しており、容

貌の基準がこのような社会的影響を受けて、成長期の子どもがもつボディ・イメージの歪

みに拍車をかけている。とくに、低年齢からテレビ文化の中で育つ現代の子どもは、本来

自分の容貌にさほど敏感ではない年齢から｢見た目｣を気にするようになる。 
さらに、巽(2007)は、摂食障害になる人は、小さいころから｢よい子で頑張り屋さん｣が多

いとも言われる。また、児童期にふさわしい自己肯定感をもつことができず、未熟な変身

願望に支配されている心理がある。両親が流行の容貌や外見重視価値観を持っていたり、

子どもの健康に対する意識が低い家庭環境に育つと痩せ願望にも拍車がかかる。 
  
・松浦(2000) 
 松浦は小学校 3～6年の女子計 655人を対象とした痩せ指向に関する質問紙調査を行った。
その際、体型の認知には、言葉による質問と、図表のようなシルエットを使用してた。 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

図表 実験で用いたシルエット 
松浦賢長(2000)「女子小学生のやせ指向に関する研究」『小児保健研究』日本小児保健協会，

第 59巻第 3号． 
 

その結果、約 6 割近くのものが現状よりもさらに痩せたいと望んでいたが、理想の体型
は、｢ふつう｣が過半数を占めて最も多く、図から判定するとほぼ 9 割のものが標準体型を
指向していた。女子大学生にみられるような集団としての極端な痩せ指向は、小学生にお

いてはみられず、その芽生えがあるといえた。また、これにおいて中学年と高学年の間に

それほど大きな差はなく、小学校 3 年生の時点ですでにこのような傾向が存在し、ダイエ
ット経験をしているということが明らかになった。 
痩せたいと思う原因では、他人から体型関して指摘される経験が一つのきっかけとなっ

ており、多くの研究者が考察するとおり、社会的圧力・風潮が小学生のダイエット意識・

行動に影響を及ぼしていると考えられた。また、食事に際して体重を気にするものは、過

半数にものぼり、小学校中学年の時点で｢体重｣の偏重の姿勢が存在することが示唆された。 
  
・岡田(1988，1990，1992)，植竹(1988)，植竹と松山(1994)，高森(1991)，藤木(1990)，加
藤と室屋(1993)，森田と間壁(1993) 
近年、若い女性のみならず、児童･生徒や中高年の女性も痩せ志向が強く、これが衣服の

選択行動にも現れている。 
 
・切池(1998） 
小学 4年生の女児の約 5割に痩せ願望を認めた。理由は｢太ったらいじめられる｣から｢ス

タイルを気にして｣まであり、成長に伴ってスタイルを気にしての理由が増加していくよう

だ。肥満恐怖については、小学校 4年生の女児約 35％にみられ、増加している。 
 
・植竹・松山(1994) 
小学 4 年生～高校 2年生までの男女の児童生徒 2,673 名に対して、肥り痩せの意識と自
分の衣服選び方との関連性について質問紙調査を行った。 

 
体重に対する留意度については、男子は、小学生は 67.9％と多くのものは気にしていな

い。その後気にしている者が増加する。女子についてみると、小学生は、気にしていない

者は 48.6％であり、男子よりも気にしている割合が高い。高校性では、78.9％と大方の者
が体重を気にするようになる。男女ともに、加齢によって体重への留意度は上昇するが、



小学生の段階から男子よりも女子のほうが留意度が高く、加齢を伴って男女の差は拡大す

る。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 体重に対する留意度 
植竹・松山(1994)｢児童・生徒における肥り痩せの意識｣『日本家政学会誌』Vol.45 №1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 女子と男子の自分の身体の｢気に入らない｣部位 
植竹・松山(1994)｢児童・生徒における肥り痩せの意識｣『日本家政学会誌』Vol.45 №1 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 衣服の購入法 
植竹・松山(1994)｢児童・生徒における肥り痩せの意識｣『日本家政学会誌』Vol.45 №1 

 
身長が高く体重が軽いといことを望むスリム志向が、中学生以降明確になる。男子では、

女子より遅れてスリム志向が表れるが、その度合いは女子よりも高くなく、内容的にも体

重より身長が高いことを望む。 
 
・高橋・北川・松沢・金井・吉植(1988) 

 
小学 4～5年生の女子においては、完全なスリム志向には至っていないものの、すでに衣

服や自分のスタイルへの関心が認められており、また、小学 5～6年生の特に女子の一部に
は痩せ願望が強くある。 

 
・矢倉(1993) 

 
矢倉が小学生のボディ・イメージについて行った調査は、体格指数 BMIを用い、肥満群

を BMIの平均値 ＋1標準偏差以上と定義して、またボディ・イメージを扱う際、「図・イ
メージ」ではなく「言葉」を用いていた。その結果、小学生(高等部)女子の非肥満者のうち
39.0％が肥満意識を持っていたと報告した。 
 



西沢・木田・木村(1992) 
 小学生の体型認識に言葉を用いず、図(シルエット)を用いた。その結果、小学生(4 年～6
年)の標準群のうち、22.0％のみが自己の体型を正しく認識しているに過ぎなかった。 
 
 先進諸国では、人種問わずにやせ志向が小学校中学年からみられる。それは性別、社会

的圧力、風潮、親のダイエット行動、自身の BMI、そして自己価値観などの因子と密接な
関連を持っている。 
 
 
3.1.3 ボディ･イメージ（体型の自己認識） 
 
 
・植竹・松山(1994) 

 
小学生に行った調査の結果、自分の体重をやや軽すぎると感じているものは体重を気に

せず、また重過ぎると感じているものは気にしている、という傾向が認められる。この傾

向は小学生では、男女間に差がないが、その後加齢に伴って女子は傾向が強まり、男子で

は弱くなる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体重とそれに対する意識～小学生～ 
植竹・松山(1994)｢児童・生徒における肥り痩せの意識｣『日本家政学会誌』Vol.45 №1 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体重とそれに対する意識～高校生～ 
植竹・松山(1994)｢児童・生徒における肥り痩せの意識｣『日本家政学会誌』Vol.45 №1 

 
 
・布施谷・高部・有馬(1998)  

 
女子短大生に行った調査で、共通したイメージと理想の数値が出来上がっており、その

理想と現実のギャップが自分の体つきに対する不満意識を形成することにつながっている

ものと考察した。 
 
・石原 (2001) 

 
首都圏の公立共学校、公立女子校、私立女子校の参考の女子生徒、約 1850人を対象とし
てダイエットの現状とダイエットに伴う自覚症状、合併症に関する知識身長・体重・自分

の体系に対する自己評価について無記名自己記入式にて実施した調査を行った。 
その結果、女子高校生は標準的な体型よりも太っていないのに「太っている」と感じて

いて過度なダイエットをしてしまうことがわかった。なぜなら彼女たちの理想の体型は、

標準よりもはるかに細い身体であり、それに近づくために必要異常なダイエットを行い、

中には過度なダイエットのため合併症が出現している人も見られた。 
 
・巽 (2007） 



前思春期から思春期にかけて身体的な変化も大きく、今までの自分と違うボディ・イメ

ージを受け入れることに不安も高い時期でもある。容貌に対する関心も高い。それに先立

つ、児童期は、仲間関係をつくる時期であり、他者との関係から「どう思われているか」

ということは関心があるが、「自分の容貌がどう見られているか」ということには関心が集

中する時期ではない。 
しかし、ここ最近は見た目を必要以上に気にする傾向の低年齢化、拡大化が進んでいる。

能力や性格、社会性などの自己評価については案外客観性があるのに対して、ボディ・イ

メージについては、とくに女子のゆがみが大きいという。  



 
http://www2.ttcn.ne.jp/~honkawa/2203.html    2008/04/12 
 
 日本人は全体として、自分の体型を、普通の人でもふつうとは見なさなくなっている

のであり、自分の体型を強く意識するようになったといえよう。 
その中でも、特異なのは、女性の 10 代後半から 30 歳代であり、男性以上に実際より太

っていると思っており、また実際はやせているのにやせていると思っている人は少ない。  



こうした若年女子の特異な自己認識（スレンダー志向）が、低体重（やせすぎ）を生ん

でいることは明瞭である。 
 
 
3.1.4 被服行動と痩せ願望 
 
 
・Horn(1981) 

 
｢衣服は理想的な自己の像と現実に知覚されたイメージとのギャップを埋めることにし

ばしば用いられる｣と述べている。 
 
・Kaiser(1985) 
  
●被服の持つ 3つの機能 

 
① 慎み…慎み深さを他者に示すこと 
② 装飾…印象操作を含めた自己呈示、対人魅力、地位の表示 
③ 保護…身体を保護したり、活動を円滑に進める働き 
 
・稗島(2005) 
  
●レディメイド 

 
1960年代、いわゆる｢高度経済成長期｣に衣服の利用者・着用者の身体を直接参照しない
生産システムであるレディメイドが広く普及する。レディメイドは、着る人を直接採寸す

るのではなく、｢サイズ規格｣にもとづいて、Sサイズ，Mサイズ，Lサイズというようなサ
イズ規格に応じて、身長，ウエスト，丈などが決定される。それにより、人びとは、常に

この｢もう 1 つの身体｣にもとづいて、自分の身体を意識せざるをえない。オーダーメイド
において、個別的な対象であった身体は、レディメイドにおいて、1つのラインに順序だて
られ、秩序付けられていく。 
レディメイドが、｢衣服に合った体型をつくる｣という考えを生み出したといえる。 
 
また、海野(1998)は、レディメイドの登場により、それを購入しようとする人々は｢自分

がどのサイズか知り、自分の身体のフィットネスを気にする｣ようになる。その結果、｢何

番の服を着たい、そのためにはダイエットしなければ｣という考えが生じたと述べている。 



 
・桐原 布施谷 高部(2005) 

 
被服行動の発達と身体の発達との関連を明らかにすることを目的として、女子短大生 294

名を対象として、小学 1 年から大学 1 年までの過去に遡った記録と記憶による縦断的資料
を調査した。また、初潮年齢により早熟群、標準群、晩熟群の 3 群に分け、被服行動の年
齢変化を 3 群間で比較することから身体発達との関連を考察した。 その結果は以下のこ
とが考察される。 
 
①｢体つきが気になる｣の出現数が、｢気にならない｣の出現数より多くなるのは、早熟群で

は小学 4年と 5年との間、標準群では小学 5年と 6年の間、晩熟群では小学 6年と中学 1
年の間であることがわかった。つまり、体つきが気になり始める者が増えだすのは、急激

な思春期的成長にともなう体の変化が、意識をより高めているからと考えられる。 
 
②｢体の線がはっきりしたものを着る｣の出現数が｢体の線が目立たないゆったりしたもの

を着る｣の出現数より多くなる時期は、中学 3年～高校 3年の間で、このように思春期的成
長の終わり頃から、体つきの線がはっきりしたものを着るものが増えだす。しかし、その 1
～2 年前には、｢体の線が目立たないゆったりしたものを着る｣出現数が最大となっており、
急激な体の変化を隠そうとする意識が働くと推測される。 
 
③身体の成長が早いものは被服選択も女の子っぽいものを意識して早くから大人っぽいも

のを好む。したがって、｢ファッション感覚｣の発達と身体の発達には関連がある。 
 

・植竹(1988) 
  
若い日本人成人女子 250名、中年の日本人成人女子 119名、若い日本人青年男子 123名

を対象とする、自己の身体および衣服の着用に関する意識調査と、さらに衣服設計の立場

から肥り痩せを考察した。 
 
① 若い成人女子は、身長の高さ・長さに関する意識よりも太さに対する意識のほうが強い。

そして、一般に体幹は短く細く、体肢は長く細く、小さく、身長は高く、体重は軽いこ

とで満足が得られ、またそうなることを理想としている。しかし胸部・バストは例外的

に一意的な傾向にない。 
 
② 成人女子は、肥った傾向の者あるいは肥っているという意識の強い者は、被服面積が少

ない、すなわち身体の露出度の大きい衣服やゆるみの少ない衣服を自分に似合わないと



感じる傾向がある。そして、そういった身体露出度が大きい服やゆるみの少ない服は似

合わないと思い、着用しない傾向がある。 
 
以上のように、｢肥り痩せ｣は衣服設計上、非常に重要な問題であり、衣服の選択行動に

影響を与えていることが認められた。 
 
 
3.2 雑誌に関する研究 
 
3.2.1 雑誌の影響 
 
 
・松浦(2000） 

 
｢マス・メディアが若い女性や子供達の痩せ指向に及ぼす影響は計り知れぬほど大きい。

マス・メディアに流される隠されたわれわれの社会の性的な・抑圧的なメッセージが若い

女性を終わりのない痩せ指向に向かわせる。いわば、社会的基準のとしての痩せである。｣ 
これらの文言は数十年前の米国における研究を端緒として、幾度も繰り返されてきた。 
 
・David(1980) 

 
女性の痩せることへのプレッシャーやダイエットへの文化的なプレッシャーは、深刻な

問題である接触障害に関係していると考えられると論じた。雑誌や新聞、広告では、女性

が容易にひきつけられるような痩身や豊胸、美肌に関する記事が掲載され、テレビでもそ

れらに関する特集としてよく取り上げられている。 
 
・Guillen(1970~1990)   

 
女性雑誌では、ダイエットに関する記事が多く、美しさの基準はそのようなメディアに

よって描写され、それは摂食障害と関連しているという。さらに Guillenによれば、女性は
雑誌に掲載されているものと同じ体型や、外見が良いとするメッセージの影響を受けてい

ると論じた。 
 
・諸橋(1994) 

 
小学校高学年向けの少女雑誌から中高年層がよく読む女性週刊誌まで、女性雑誌には、



毎号のようにダイエットに関する記事が掲載され、また、美容整形外科やエステティック

サロンの広告、低カロリーのダイエット剤やサウナスーツや脱毛器具などの通信販売広告

が載っている。埼玉主婦同盟が、1989 年に少年・少女向けのコミック雑誌 15 誌を調べた
ところ、合計 191件通信販売広告があり、小学生の 4人に 1人が通販で買い物をした経験
がある。 
痩身や、身体改造サービスについてのさまざまな情報は、多くマスコミ広告や記事によ

って得られているといって間違いないと述べている。 
また、とくにファッション雑誌や女性週刊誌に大量にみられる広告の中で求められてい

た美しさの価値は、若くて西欧的という一元的でステレオタイプな身体であり、それを手

間をかけず獲得できるという広告の惹句が私たちのコンプレックスと“ものぐささ”をく

すぐっていた。美の規準はメディアが培養・レッテル貼りをし、その基準は男性のまなざ

しに等しい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 女性雑誌の痩身・整形広告モデル 
諸橋(1994)｢女性雑誌に見る“痩せ”ブームを探る｣p.128. 

 
 

3.2.2 雑誌(マス・メディア)への依存性 
 



 
・池田(1988) 
 
 受け手の選択性そのものが、かえってマス・メディアへの依存を強めるという性のフィ

ードバック構造があると述べている。つまり、ひとたびマス・メディアから満足を得ると、

再びその満足を得るために受けては能動的になり、同一種のマス・メディアを選択して利

用することになり、その結果ますます特定種のマス・メディアへの依存が強まることにな

る。能動性が依存を生み、その中で｢うのみ｣と言った受動的な行動が生じてくる可能性も

行動面での利用はみてとれる。 
 
・多田・池田(1996) 
  
若者とマス・メディアの関係は｢メディアの肉体化｣との見方がなされており、近年、需

要と供給の増加が著しい情報誌の利用では｢雑誌から情報を行動の指針、お手本として利用

する｣という現象が目立つといわれている。｢自分の行動や意見、判断の参考にするために

マス・メディアを利用すること｣を《マニュアル利用》と定義した場合、雑誌のマニュアル

利用行動について、以下の 2通りの解釈がなされよう。 
 
① マス・メディアがなくてはやっていけないという｢マス・メディア依存｣が現れた行動と

いう解釈。 
② マス・メディア慣れした人びとによる｢マス・メディア能動的利用｣という解釈。 
 
多田・池田らは、雑誌のマニュアル利用行動について、｢マス・メディア依存型｣と｢能動

的利用｣のどちらの解釈が強く支持されるかを考察するために、1995年 10月、文京区民 15
歳～69歳の男女 800人に 2段階無作為抽出で郵送調査をおこなった。 
 その結果、雑誌に書いてあることを遊びに出かける際に役立てる場合には自分なりにア

レンジして利用することが多く、ファッションや美容・健康に関して雑誌に書いてあるこ

とを参考にする場合は書いてあることをそのまま受け入れるといううのみ的な利用が多く

なされるころがわかった。 
 
・坂本(2000) 
 1970年代後半からは、女性雑誌は、若い女性を中心に、自分のための消費をおこなう個
人的消費者として女性を位置づけていくようになる。 
 社会による女性のアイデンティフィケーションの変化と同時に女性自身によるアイデン

ティフィケーションの変化を示しているのではないだろうか。 
 



・仲川(2008) 
1990年代に入り、マス・メディアここでは女性誌の低年齢化傾向、それと呼応するよう

に多様な女性誌が創刊され、ファッションのカテゴリーが分化するとともに女性誌の専門

分化性も広がっていった。2000年代、それはティーンエイジャ－を巻き込みながら、小学
生高学年までファッションは低年齢化している。 
 
・神田・井上(1986) 
 
女性をマス・メディア接触や意識について調査を実施する中で、見・聞きするメディア

内容による接触者のグループ分けをクラスター分析を用いて行い、5つのタイプを検出した。
その上で態度や意識とクロス分析させてみると、情報接触内容別のパーソナリティーもみ

えてきた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 

図表 女性のメディア接触内容別タイプ 
諸橋(1994)｢雑誌ブームと雑誌に描かれた若者像｣ 

 
ファッション誌、ライフスタイル誌、コミックや情報誌をよく読んで、テレビの歌番組

や映画によく接触することから｢シティ情報型｣と名付けられたタイプは、10,20代の若年層
の女性が 8割を占め、雑誌と本によく接触し、見る番組は NHKよりも圧倒的に民放型、新
聞には最も接触していない。友人間のコミュニケーションを大切にし、ブランド志向はや

や強く、CMや広告に対するコミットメントも強い。モノや行為を早期に採用し若者(女性)
文化の中核を担うオピニオン・リーダー層、革新者層でもある。 

 
 

3.2.3 モデルの影響力 
 
 
・『編集会議』(2006) 
 
市場を動かすほどの影響力を持つ雑誌のモデルたちは、有名人タレントと違い、雑誌と

いう読者に近いメディアから登場した存在だからこその訴求力の強さがある。 
 
・諸橋(1994） 

 
欧米からの痩せ指向は、雑誌で取り扱われる欧米人モデルの割合からもみてとれる。1986
年の「女性自身」の広告分析から得られた主要な女性モデルの「人種」の割合は、女性 174
人のうち、46,6%が日本人で、33,3%はあきらかに白人系の欧米人。ハーフと思われるモデ
ルは 5,2%で、白人系は 4割にも達す。女性の美しさは、欧米風の顔立ちとプロポーション
と若さにあるといってよいだろう。 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
図表 女性週刊誌における痩身・整形広告に登場する主要女性登場も出るの「人種」構成 

(注)1986年 1月から 6月までの『女性自身』各月初旬号計 6冊を対象 
諸橋(1994)｢女性雑誌に見る“痩せ”ブームを探る｣p.128. 

  
 
●欠如感をあおる表現 
 
痩身・整形商品やサービスのヒットの裏には、自分が社会的に美しいと評価される基準

から外れている、基準に達していない、つまり白人的なプロポーションや肌の色、若々し

さやバスとの大きさや脚の細さや鼻の高さが不足している、といったスケアシティ(稀少性)
の意識があり、それを消費によって、入手し不足性を埋めることができる(と思われる・思
いたい)からである。「美の稀少性」を否応なく意識させ、あなたは基準に達していないとレ
ッテルを貼るのが、ほかならぬメディアなのである。 
 
 
3.2.4 雑誌がつくるサクセスストーリー 
 
・諸橋(1994) 

 
日本の女性向け雑誌は、かなりの割合がダイエット行動に関する記事や広告で占められ

ているが、その中でダイエット体験談としてのサクセスストーリー(恋人ができた，人から
やさしくされるようになった)なども頻繁に紹介されている。 

 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 女性雑誌の中でのエステ・ダイエット 
福田(1997)｢エステ・ダイエットが心身に及ぼす影響―女性雑誌の分析―｣『家庭教育』家

庭教育社，71巻，7号. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 エステ・ダイエットが心身に及ぼす影響 
福田(1997)｢エステ・ダイエットが心身に及ぼす影響―女性雑誌の分析―｣『家庭教育』家

庭教育社，71巻，7号. 
 
 
・矢崎(1992） 

 



こうした報道や広告などを通じて、痩せていなければ幸せになれない、痩せていれば幸

せになれるという身体観が植えつけられてきたと考えられる。 
 
・馬場･菅原(2000) 

 
現代の女性たちにおいて、｢身体｣は幸福獲得のための重要な｢手段｣として認識されてお

り、コントロールの対象として関心を向けられている。 
 
 
3.2.5 雑誌のダイエット関連記事の推移 
 
・松浦(2000） 

 
松浦は、20年以上にわたり若い女性に愛読されている、雑誌Nと雑誌 Jのダイエットに

関する記事･広告のページ数を 20 年間にわたって記録した。また、ダイエット成功者例と
される女性のダイエット前と後の体型を記録し、分析を行った。 
 
①ダイエットに関する 1冊あたりの記事記載率年次推移 
短期間の上昇、下降が激しい。後半 10年間における記事掲載率高まっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 ウエイトコントロールに関する記事掲載率（％）：雑誌 J 
松浦賢長(2000)「女性雑誌におけるウエイトコントロールに関する広告･記事の 20年の変

遷」『母性衛生』日本母性衛生学会，第 41巻 1号．pp．76-84． 



 
 
②ダイエットに関する一冊あたりの広告掲載率の年次推移 

1983年から上昇がみられ、1987年まで続いた。その後 1990年までは停滞するが、その
後急激に上昇。一冊あたりの最高ページは、32.5ページ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 ウエイトコントロールに関する広告掲載率（％）：雑誌N 
松浦賢長(2000)「女性雑誌におけるウエイトコントロールに関する広告･記事の 20年の変

遷」『母性衛生』日本母性衛生学会，第 41巻 1号．pp．76-84． 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 ウエイトコントロールに関する広告掲載率（％）：雑誌 J 
松浦賢長(2000)「女性雑誌におけるウエイトコントロールに関する広告･記事の 20年の変



遷」『母性衛生』日本母性衛生学会，第 41巻 1号．pp．76-84． 
 
 
③ダイエット方法の比較 
 
Ⅰ,薬剤･錠剤を用いたもの 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 薬剤・錠剤等を用いたウエイトコントロールの広告記載率（％）：雑誌 J 
松浦賢長(2000)「女性雑誌におけるウエイトコントロールに関する広告･記事の 20年の変

遷」『母性衛生』日本母性衛生学会，第 41巻 1号．pp．76-84． 
 
 
Ⅱ,装身器具を用いたもの 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
図表 装身器具を用いたウエイトコントロールの広告記載率（％）：雑誌 J 

松浦賢長(2000)「女性雑誌におけるウエイトコントロールに関する広告･記事の 20年の変
遷」『母性衛生』日本母性衛生学会，第 41巻 1号．pp．76-84． 

 
 
Ⅲ,食事制限・運動・器具の使用等を組み合わせたプログラムを用いたもの 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 プログラムを中心としたウエイトコントロールの広告記載率（％）：雑誌 J 
松浦賢長(2000)「女性雑誌におけるウエイトコントロールに関する広告･記事の 20年の変

遷」『母性衛生』日本母性衛生学会，第 41巻 1号．pp．76-84． 
 
 
④ エステティックサロンの広告 
 痩身･脱毛・美顔を中心とするエステティックサロン等を紹介する広告の掲載率は、1982
年付近から 1987年までに急激に上昇。その後も増加。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

図表 エステティックサロンを紹介した広告掲載率(％)：雑誌 J  
松浦賢長(2000)「女性雑誌におけるウエイトコントロールに関する広告･記事の 20年の変

遷」『母性衛生』日本母性衛生学会，第 41巻 1号．pp．76-84 
 

 
⑤ ダイエット成功者 
1990年以前はみられなかった。1991年以降急激な上昇。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図表 ウエイトコントロール成功例として広告に紹介された例人(人)：雑誌N 
松浦賢長(2000)「女性雑誌におけるウエイトコントロールに関する広告･記事の 20年の変

遷」『母性衛生』日本母性衛生学会，第 41巻 1号．pp．76-84 
 

 
広告には多くの推奨者が登場し、商品サービスの説得性を増している。また、広告文に

は読者をあおり・あせらせるための扇情的な表現のほか、見出しコピーや説明文に「！」

が多用されている。 
 
 

 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 

図表 広告の推奨者の有無と推奨者の内訳 
諸橋(1994)｢女性雑誌に見る“痩せ”ブームを探る｣p.130 

 
 
3.3 他者意識に関する研究 
 
 
3.3.1 私的自意識と公的自意識 
 
 
私的自意識…自己の内面に注意を向けやすい傾向 
公的自意識…自己の外的・対人的側面に注意を向けやすい傾向 
 
●公的自意識の特徴 
 
① 他者からのフィードバックに敏感である 
② 集団の中で 1 人だけ異なった意見を述べて孤立しないようにストラテジックな行動を
とる 

③ 化粧に対する関心が高い 
④ 状況や雰囲気に合わせて着る服装を演出する 
などが挙げられる。 
 
・Fenigstein,Scheier&Buss.(1975) 

 
自分自身について意識が向きやすい性格傾向として自己意識特性という性格特性を挙げ、

このうち自分自身の内面に注意の向きやすい側面を“私的自己意識”、他者の目に映る自分

自身に注意が向きやすい側面を“公的自己意識”としている。｢他者からどのように見られ

ているかに注意が向きやすい｣者は、公的自己意識が高い者といえる。 



 
・菅原(1986) 
  
“他者から賞賛されたい”という欲求と”拒否されたくない“という欲求と公的自意識

との関連性について、東京都内の２つの４年瑛大学の男女学生に 401 名調査協力を求め、
396名(男子 207名，女子 188名)に対してアンケート調査を行った。 
 
 その結果、両欲求とも公的自意識と 0.4―0.6 程度の正の相関を持ち、公的自意識の高い
人は、一般に賞賛されたい欲求も拒否されたくない欲求も強いことが確認された。公的自

意識の強い人は、他者から賞賛されることや拒否されないことを対人場面における重要な

目標としており、これを実現するために他者に対する行動をコントロールしているが、そ

の際、これらのいずれをとるかによって呈示すべき自己イメージが大きく異なると述べて

いる。  
 
3,3,2 現実自己と理想自己 
 
 
・岡田(1987) 

 
中学生から高校生にかけて同性の親友像が青年の自己像モデルとなること、またその後、

大学青年時代において、現実自己像と理想自己像の比較によって自己評価をするようにな

るなどと見出した。 
 他者から自分がどのように見られているかについて注意が向きやすい者は、他者と自己

を比較参照する傾向が高いため、自己と他者を共通した枠組みで見る傾向が高くなり、自

己認知観の相関が高くなる。 
 
・Duval&Wicklund(1972) 
  
自己に注意が向かうことにより現実の自己が、“かくありたい自己像”と比較され、その

間のギャップが強く意識されるようになる。その結果、一時的に自己評価が低下し不快感

が生ずるが、これを低減するため現実の自己を“かくありたい自己像”に同調するよう行

動が動機付けられるのでる。 
 
さらに、Carver&Scheier(1981)は、こうした考え方を目的論的な枠組みの中でとらえな

おし、次の重要なポイントを付け加えている。すなわち行動のコントロールが規準となる

“かくありたい自己像”は、個人がその時々に置かれている状況の規範や他者からの役割



期待、ないしは本人の持つ態度や価値観を満足させるという目標の下に設定される。 
 つまりは、自意識の高まりは、本人の目標を達成するために最も都合の良い自己イメー

ジを明確化させ、それにしたがって現実の自己像がコントロールされるというわけである。 
 
 
3.5 自己形成・アイデンティティー 
 
 
3,5,1 自己形成 
 
 
・山田(2004) 
  
自己形成とは、“日常場面における行為や経験といった(外的)環境との関わりをベースと
して、その外的活動に付随する内的活動(諸感覚や評価)との相互作用によってもたらされる
自己の発達、および過程”と定義している。 
自己形成を志向する営みが最も顕著にみられるのは青年期であるとされているが、性格

や容姿の否定的な側面について強い関心を持っている。 
  
・飛田（1998） 
 
女子高等学校の学生 224 名を対象にアイデンティティーと流行意識についての質問紙調

査を行った。その結果、女子高生はアイデンティティーが高くなるにつれて、流行意識も、

流行を採用することの道具的機能評定も自己完結的機能も高くなることがわかった。 
 
 
3.5.2 アイデンティティー 
 
 
3.5.3 自己嫌悪感 
 
 
・水間(1996) 

 
自己嫌悪感という感情は、“客観的事実はどうであれ、否定的な感情や事象が自分自身に

由来するとし、自分が自分自身が自分自身のことをいやだと感じること”と定義した。 



自己嫌悪感は、自尊心と強い負の関係にあるが、それは単なる肯定的な自己感情の裏返

しではない。感情における否定性は肯定性の対にとどまらず、それが独自の意味構造を持

つことは以前から指摘されている。 
 そして、佐藤(2001)は自己嫌悪感という否定的な感情をもつ独自の性質を最も特徴付ける
のは、今よりもっと肯定的な方向にある自己を求める心性と共に存在する、自己への否定

感情であると指摘している。 
 
・水間(2003) 
  
関西地区の大学生・大学院生 255名(男子 128名、女子 127名)。平均年齢は 20.4歳に対

して、アンケート調査を実施し、自己嫌悪感という否定感情が、いかにして自己形成へつ

ながっていくのかを明らかにした。  
 その結果、否定的自己の変容志向は、自己内省が十分にできる者、特に、否定性にも直

視しながら自分の問題に向き合えるものにおいて可能となるであろうという考えを、支持

する結果が得られた。また、自己の変容が志向される場合、そこには｢現状の自己は否定的

ではあるが、それをこれから変えていこう｣とする未来に開かれた意識が包合されるとし、

その意識は未来に対する肯定的なイメージによっても異なる。 
 
しかし、加藤(1987)によると、何とか自分を変えたいと思いながらも、すぐにはそれが叶
わず、苦悩している姿もしばしば見られる。また、梶田(1988)は、人間は可能性としては自
分自身の目指すところへと向かって自らを形成していくことができるが、すべての人が現

実にそのようなあり方をするわけではないと指摘している。 
 
・Taylor&Brown(1988)  

 
ポジティブに傾いた自己概念を持っていることが精神的健康につながるという、新たな

精神的健康観を提唱した。 
 
ポジティブ・イリュージョン…“実際に存在するもの・ことを、自分に都合よく解釈した

り、想像したりする精神イメージや概念”と定義されている。  
 
また、Taylor&Brown(1988)は、ポジティブ・イリュージョンを、(1)自分自身をポジティ

ブに捉える（self-aggrandizement）， (2)自分の将来を楽観的に考える（unrealistic 
optimism），(3)外界に対する自己の統制力を高く判断する（exaggerated perception of 
control）の 3つの領域から捉え、この 3つのポジティブ・イリュージョンが精神的健康に
結びつくと結論している。 



 
 
・Kitayama&Markus(1994) 
 
ネガティブ・イリュージョン 

 
日本人においては、自分を他者よりも優れていると考える自己高揚的認知は主観的幸福

感とは関係がなく、自己を平均的だとみなす控えめな認知が、人間関係の調和を保つ文化

的役割を担っている可能性を指摘している。彼らの主張は、アメリカ人においては、自尊

感情、達成感、有能感と主観的幸福感との間にプラスの相関が見られたが、日本人におい

ては、それらの感情と主観的幸福感との相関が見出されず、他者からの受容感が主観的幸

福感と強い相関を表した。 
また、自己を平均的だとみなす認知をしている人は、自己卑下的な認知をしている人と

同じくらい精神的に不健康であることが明らかになった。 
 
 
3.6 マス･メディアの効果・機能 
 
 
3.6.1 マス･メディアの効果 

 
 

3.6.1.1 マス・メディアの効果とは、 
「マス･コミュニケーションは、人びとの態度や行動をどれだけ変化させうるか」 

ということである。 
 
一般に、効果とは、宣伝、広告、あるいはキャンペーンなどのように、人びとの態度や

行動を一定の方向に動かそうとする意図を持ったコミュニケーション(一般に｢説得的コミ
ュニケーション｣と呼ばれているが、受け手の中に引き起こした変化という意味で使われて

いる。 
 
・クラッパー(1966)（Joseph T. Klapper） 
 
コミュニケーションの効果の 5つのタイプを挙げた。 
 
① 創造（creation）･･･新しい意見や態度を受け手に植えつけたり、中立的な立場を賛否



いずれかに顕在化させる場合。 
② 補強(reinforcement)･･･既存の意見･態度を、いっそう強化する場合。 
③ 小変化(minor change)･･･既存の意見･態度を逆転させないまでも、その強度を弱める 
場合。補強とは逆の効果。 

④ 改変(conversion)･･･既存の意見･態度を賛成から反対へ、あるいはその逆へというよ
うに、全く逆転させる場合。 

⑤ 無効化(no effect)･･･説得などを行っても全く意見・態度を変化させない。 
 
限定効果説…マス･コミュニケーションの効果は｢送り手が予想していたほど効果が上が

るものではなく、受け手の既存の態度を変化させるよりも、むしろ補強することにある｣と

いう、受けての既存の態度を補強する｢補強効果｣が一般的である。 
 
 

3.6.2 説得的コミュニケーション 
 
 
 イグゼンプラー(exemplar)効果 
 
・Iyenger, (1987)  

 
実際に街頭の人や専門家・識者といった人びとの、問題の当該関係者などの｢生の声｣が

具体的にメディア上に提示することを｢イグゼンプラー｣という。 
現代のメディアにおいて、特定問題において専門家のコメントを掲載することは一般的

であり、街頭インタビューも日常的に使用される。イグゼンプラー効果は、このように報

道された専門家や街頭の声が、世論がどのようにある問題について考えているか、という

情報として受け手に伝わり、その世論認知や態度に影響を与えることである。 
 
・Gibson & Zillman, (1994) 

 
ギブソンとジルマンは雑誌記事を用いてイグゼンプラー効果について検証を行った。街

頭の声や識者のコメントのなかで、より多い割合を占める意見が世論を反映していたり、

正しい意見と感じさせるような効果もイグゼンプラー効果に含まれる。 
 
  オーガナイザー(advanced organizer)効果 
 
見出しやタイトル、写真などの先行文脈情報が、後続するテクストの解釈や記憶に与える



効果影響のことである。 
 
① 学習促進効果(テクストの理解や記憶保持を助ける効果) 
見出しがあることによって、その後の記事の内容がよりよく理解される。 

② 操作･誘導効果(テクストの解釈や記憶をある一定の方向に誘導する効果) 
 読み手をテクストについて、見出しが指定する方向に選択的解釈をさせ、選択的記憶を

させることによって、誘導・操作する。(Sulin & Dooling, 1974) 
 
つまり、テクストの理解を助けている反面、理解をある一定の解釈に導くということで

ある。（Peeck，1976） 
イラストレーションや画像などの画像情報が、言語情報の記憶や理解を高める。

(Katzman & Nyenhuis，1974）また、白黒写真よりは情報量の多いカラー写真のほうが読
み手の理解や記憶を高めることも実証された。(福田，1995) 実験でも、写真は受けての記
事理解を高めることが明らかになった。写真につけられるキャプションの有無、または適

切さの程度の違いによって読み手の記憶がどのように違ってくるか実験で実証した。キャ

プションは写真の正しい記憶を高める効果があることがわかった。また、写真の意味内容

に対して適切なキャプションほど写真の記憶を高めている。(Wiseman,et al., 1985) 
 
 
・ 第三者効果 
・ 消費社会論 ボードリヤール 
・ ハミルトン 外見は何よりも見た目に明らかな個人的特徴 
・ キャムズの理論 
・ マズローの欲求段階説 
 
 
3.6.3 コミュニケーションの流れ 
 
3.6.3.1 ピープルズ･チョイス 
 
・カッツとラザースフェルド(1940)（Elin Katz, Paul F. Lazarsfeld.1940） 
 
●｢コミュニケーションの二段階の流れ仮説｣ 
 
マス･メディア→オピニオン・リーダー→フォロアー 

 



カッツとラザースフェルドは一般の人々は、マス・コミュニケーションから直接影響を

受けるよりも、むしろ、個人的なコミュニケーション、すなわち、パーソナルコミュニケ

ーションを参考にして自分の意思を決定していることが多いと述べた。 
 
① 人々の意思決定にとって、マス･コミュニケーションよりもパーソナルな影響のほうが

強いインパクトを持っている。 
 
② パーソナルな影響を行使する｢オピニオン・リーダー｣(opinion leader｣は、社会の各層
に平均的に分布している。 

 
③ オピニオン・リーダーは他の人々に比べて、マス･メディアにより多く接している。 
 
オピニオン・リーダーと他の人びとの違いは、雑誌を読むかという点では特に際立って

いる。われわれのコミュニケーション接触の指標に基づくと、新聞とラジオに関しては、

平均的なオピニオン・リーダーは、普通の人びとに比べて、およそ 2 倍高い得点を与えて
いることがわかる。ところが、雑誌を読むという点では、その差はほぼ 3倍になる。 
   
 
3.6.3.2 イノベーション理論 
 
・ロジャース(1966)（E.M.Rogers, 1966．） 
 
Innovation=新しいアイディア 
  
① 革新者(イノベーター)：投機性を持ち、社会の中ではしばしば逸脱者として扱われる。 
 
② 初期採用者(オピニオン･リーダー)：イノベーションの採用に勇敢であると同時に、所属
する集団の規範に忠  実であり、最高度にオピニオンリーダーシップを発揮して、仲

間から尊敬される。 
 
③ 前期追随者(アーリー･マジョリティ)：イノベーションの採用に至るまでは慎重であるが、
採用期間は革新者や前期追随者に比べて相対的に長い。 

 
④ 後期追随者(レイト･マジョリティ)：イノベーションには思慮深い態度で接近し、大半の
人が採用するまで採用しない。 

 



⑤ 遅滞者(ラガート)：伝統的価値意識を持ち決定は過去の世代の慣例従い遅滞者がイノベ
ーションを採用するには革新者はすでに図儀のイノベーションに移っている場合があ

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 オピニオン・リーダーは非リーダーよりも雑誌を多く読んでいる 
E.カッツ，P.E.ラザースフェルド(1955) PERSONAL INFLUENCE．竹内郁郎訳『パー

ソナル・インフルエンス』，1965，株式会社培風館． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.6.4 マス･コミュニケーションの利用と満足 
 
 
3.6.4.1 利用と満足研究 
  



｢利用と満足｣の概念は、受けて側に立って、受け手がどれだけ送られてきたメッセージ

を利用し満足したか、ということを考えようとするもの。 
「マス・コミュニケーションの利用と満足」は、受け手がマス･コミュニケーションをど

のように利用しているかという視点からマス･コミュニケーションが持つ機能や効果を明

らかにしようとするものである。 
 マス･メディアやそこから送り出されてくる内容を受け手が自分の生活の中で｢どのよう

に利用し、また利用することでどんな心理的満足感得ているのか｣を明らかにする。 
  
マス・メディアがどのように利用されるかを分析するために行われた｢利用と満足の研

究｣の中で、ベレルソンは、｢読者が何をもたらすか｣(What Readings Does to People)とい
う調査を行った。そこでは、書籍というマス･メディアの利用が、読者の性･年齢･所属集団

によって異なることや、読書への動機も明らかにされた。 
 
●読書への動機 
 
① 威光への欲求(読書を自慢したい) 
 
② 実用への欲求(内容を役立てたい) 
 
③ 息抜きの欲求 
 
④ 社会的･精神的安定への欲求(病気を心配する人は医学書を読んで自分の病気は心配し
たものとは関係ないと思ったり、所属する集団を賛美する本を読んで安心する) 

 
マス・メディアからの内容の受けとめ方は様々であって、同じ内容に接していても受け

ての反応はさまざまで、時には送り手側が予期もいなかったような利用の仕方をしていた

り満足感を味わっていることが知見された。つまり、マス･コミュニケーションの受け手は、

自分の欲求を満たすためにマス･コミュニケーションに接しているのである。 
 
 
3.6.5 新効果論の研究 
 
 
3.6.5.1 議題設定機能 
 
・マコームズとショー(1972) (Maxwell E. McCombs &Donald L. Show) 



  
1968年のアメリカ大統領選挙に際して、マス・メディアがここの政治的キャンペーンの

議題を設定しており、それが政治的争点に対する受け手の態度の顕出性(salience)に影響を
及ぼしているという仮説を立てた。 
 
●議題設定機能の仮説の定式 

 
｢ある話題や争点が増す･メディアで強調されるに連れて、公衆の認知におけるそれらの

話題や争点の重要度･目立ちやすさも増大する。｣ 
  
受け手の主要な争点はマス･メディアによって設定される可能性があることを指摘したの

が「議題設定機能」である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この図は、現実には一定範囲以内で争点や話題X₁、X₂……が存在し(図の左側)、それぞれに対してマス･

メディアが、ある強調度を与える(図の中央の横棒)と、その強度に対応した形で、人びとの争点やトピック

に対する重要度の認知が生じる(図の右側)ということを表したもの。 

 
図表 マス･メディアの「議題設定機能」モデルの概念図 

出展 黒川貢三郎（2006）『マス・コミュニケーション論』，南窓社． 
 
 



3.6.5.2 沈黙の螺旋仮設 
 
・エリザベート=ノエル・ノイマン(1965)(Elisabeth Noelle-Neumann) 

 
多数派の意見はマス･メディアにより多く取り上げられて大きくなっていくのに対し、少

数派の意見はマス･メディアに取り上げられることなく、あたかも渦巻くように、すなわち

螺旋状になって小さくなり沈黙していってしまう。 
｢螺旋｣は、時間の経過とともに｢多数は意見｣は上昇して大きくなり(増大)し、逆に｢少数
は意見｣は下降して小さく(減少)なって、沈黙していく。マス･メディアもムード作りに加担
している。沈黙がもたらす社会への影響によって、時には社会を危険な方向に導いてしま

う可能性がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図表 世論形成の｢沈黙の螺旋状過程｣モデルの概念図 
出展 黒川貢三郎（2006）『マス・コミュニケーション論』，南窓社． 

 
 

3.6.6 広告・プロパガンダ・情報操作 
 
 
｢広告｣や｢プロパガンダ｣や｢情報操作｣は、単発的なものではそれほどの効果はないだろ

う。到達範囲は大きくないであろうし、繰り返さなければ、記憶にもあまりとどまらない

ことが多いからだ。｢メディアミックス｣や｢キャンペーン｣や｢情報操作体制｣という形で力



が発揮される。 
 
・エリザベート･ノエル=ノイマン(1988) 
 
●疑似統計的感覚 

 
個人は、自分が置かれている社旗環境の中で、何が有力なトレンドになっているか知る

感覚を持っていると考えられる。そして、人びとは、その有力なトレンドに同調する傾向

が強いがゆえに、システムによって一定のトレンドを作り出すことが効果をもたらす。 
 
・八巻，梶山(1995) 

 
メディアミックスを、梶山(1995）は、｢複数の媒体を組み合わせて、ターゲットに最も
効率の良いメッセージの到達をはかること｣と定義している。 
さまざまなメディアを通じて同一の商品を宣伝することを｢メディアミックス｣という。

これは、プロパガンダは、商品の宣伝ではないが、特定の主張やイデオロギーを伝えるた

めに、｢メディアシステム｣を動員する｢メディアミックス｣の手法によるといってもよいだ

ろう。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 プロパガンダ過程のモデル（ジャウエット＆オドンネル，1993） 
水野博介著(1998)『メディア･コミュニケーションの理論―構造と機能―』，(株)学文社． 



 
 
3.6.7 流行 
 
・H・ブルーマー(1968) 

 
流行の社会的制御機能（social control functions）で、つまり流行はその時々で発生して

いる多様な社会事象(モデル)の中から、適切なモデルが多くの人によって選択される。ここ
で選択されたモデルは、大勢の人々に認知されたことになる。人びとが認知することで社

会的な同調意識が芽生え、一つのトレンドとして拡大する。人びとの同調はさらに拡大し、

その社会にある一定の規則的な方向付けを示す。それは時勢に沿うということであり、積

極的に取り入れられた流行は、慣習として人びとの生活に定着する。それは社会に共通の

感受性や嗜好を提示したことになり、その時代の様式をみるのに流行は格好のモデルとな

る。 
 
・ジンメル(1971) 
 
｢流行｣を、他の人の行為を模倣し、社会に順応しようとする｢同調性への欲求｣と同時に、

新しいものを採用し、周囲の人と区別したいと願う｢差別化の欲求｣の拮抗のダイナミズム

として捉えようとした。 
 
・鈴木(1977) 
  
流行採用の動機や心理的機能を 5つに大別している。 
 
① 自己の価値を高くみせようとする動機 
② 集団や社会に適応しようという動機 
③ 新奇なものを求める動機 
④ 個性化と自己実現の動機 
⑤ 自己防衛の動機 
 
これらの区分は、必ずしも明確ではないが、流行を採用すること自体を目的とする自己

完結的な働きと、他の価値を獲得するための手段や道具として流行を位置づけている道具

的な働きという 2つの側面を表しているとも考えることができる。 
・飛田() 
 



流行の採用には、｢変化を求める｣動機のほかに、｢個性を示す｣という動機と、｢同調する｣

という動機という、相反する方向のふたつの動機がともに存在していることを示している。

このように、流行は、他者との異質化と、他者との等質化というふたつの相反する拮抗に

基づいて形成されるダイナミックな過程であると考えられる。 
 
  
4.．研究方法の説明 
(1) 調査対象者 
研究対象は小学 3年生～小学 6年生（9歳～12歳）までの小学生の女子児童である。ま

た、10代後半から、20代前半の最もやせ願望が強い年代の女性にも調査を実施し、比較も
したいと思う。 
 男子児童と若い男性に関しては、女性よりも痩せ願望が少ないといため対象としない。 
 
(2) 標本抽出の方法 
小学 3年生～小学 6年生（9歳～12歳）女子児童を対象とするので、有意抽出法を用い

る。 
(3) 調査実施方法 

 
 
調査票の質問項目 
 
１．仮説の提示 
 
(1)理論仮説 
●女性ファッション誌を読む女子児童のほうが、公的自意識（他人からどのように見られ

ているか）を気にするため、痩せ願望が高いのではないだろうか。（メディア接触が少ない

女子児童は、女性ファッション誌を読む女子児童よりも、痩せ願望が誘発されにくいので

はないだろうか。） 
 
●女性ファッション誌などのメディアの影響よりも、ショップ店員やおしゃれな友人など

のオピニオンリーダーからの影響のほうが大きいのではないだろうか。 
 
(2)作業仮説 
①ファッションに気を遣っている者の方が痩せ願望が高いのではないだろうか。 
②ダイエットを経験したことのある者の方が多いのではないか。(高学年 
 



②メディアの信頼度が高い者の方が、ダイエットを実践またはダイエット願望が大きいの

ではないか。 
① メディアの接触度が高い者の方が、ダイエットを実践または痩身願望が高いのではない

か。 
② 他者意識(他人からどのように見られているか)を気にする者の方が、痩身願望が高いの
ではないだろうか。 

③ 自己意識尺度の項目 ｢現代大学生の認知された友人関係～｣pp27 
ダイエット経験の有無 
どのような時にやせたいと思うか 実際ダイエットをしたことはあるか。 
④痩身願望が強い 
⑤自己の体型認識 
⑥ファッション意識 憧れの人目標としている人は、雑誌のモデルが多いのではないだろ

うか。 
⑦ 
 
 
 
 
 
 
 
 
調査票 
『メディア接触によるやせ願望誘発が女子児童に与える影響に関するアンケート調査』 
この度はアンケート調査にご協力していただき、まことにありがとうございます。このアンケートはメ

ディア接触による女子児童のダイエットに対する関心の関係性を明らかにするためのものです。大学の実

習の一環として行いますので、このデータが商業行為やその他の目的で使用されることは決してありませ

ん。個人情報は一切記入していただきませんし、個人のデータがそのままの形で公表されることはありま

せんのでご安心ください。 

必ずすべての質問に最後までお答えくださいますようよろしくお願いいたします。 

日本大学法学部准教授 福田充ゼミナール   六期生  岡田 朋子 

〒101-8375 東京都千代田区三崎町 2-3-1 日本大学法学部 

  
問 1  あなた自身のことについておうかがいします。 

以下の a)～p)の文章に関して、それぞれあてはまるもの１つずつ選んで、その数字に○をつけてく

ださい。 



 

 １
そ
う
思
う 

２
や
や
そ
う
思
う 

３
あ
ま
り
そ
う
思

わ
な
い 

４
そ
う
思
わ
な
い 

a) 人と同じものを持っていると安心する １ ２ ３ ４ 
b) 悩みを相談できる親や友人がいる １ ２ ３ ４ 
c) 買い物は友人と行くより一人のほうが多い １ ２ ３ ４ 
d) 流行には敏感なほうだ  １ ２ ３ ４ 
e) 欲しいものは何としても手に入れたい  １ ２ ３ ４ 
f) 優柔不断である １ ２ ３ ４ 
g) ストレスがたまりやすい １ ２ ３ ４ 
h) 自分の意見をしっかりと相手に伝えること
ができる 

１ ２ ３ ４ 

i) 人見知りする １ ２ ３ ４ 
j) 何もかもがどうでも良くなってしまうこと
がある  

１ ２ ３ ４ 

k) 目立つのが好きだ  １ ２   ３ ４ 
l) 困ったときはすぐに助けを求めてしまう １ ２ ３ ４ 
m) 今の自分に満足している １ ２ ３ ４ 
n) 他人が自分のことをどう思っているか気に
なる 

１ ２ ３ ４ 

o) 将来の夢や目標を持っている １ ２ ３ ４ 
P） 仲間はずれにはなりたくない １ ２ ３ ４ 

問２ あなたはダイエットを実践、またはダイエットをしたいと思ったことがありますか。 

１．はい    ２．いいえ 

 

問２で『１．はい』と答えた方にその理由と方法についてお聞きします。以下の a）～j）

の文章に関して、それぞれ当てはまるもの一つずつ選んで、その数字に○をつけてくださ

い。 

（１）理由について  



 １
あ
て
は
ま
る 

２
や
や
あ
て
は
ま

る ３
あ
ま
り
あ
て
は

ま
ら
な
い 

４
あ
て
は
ま
ら
な

い 

a)  やせているほうがキレイだから １ ２ ３ ４ 
b)  好きな人ができたから １ ２ ３ ４ 
c)  自分が太っていると思うから １ ２ ３ ４ 
d)  モデルのように服を着こなしたいから １ ２ ３ ４ 
e)  最近『太った』と言われたから １ ２ ３ ４ 
f)  雑誌にダイエット方法が載っていたから １ ２ ３ ４ 
g)  やせているほうがモテると思うから １ ２ ３ ４ 
h)  肌の露出が多くなる夏に向けて １ ２ ３ ４ 
i )  体の健康にいいから     
 
（２）方法について 
 １

あ
て
は
ま
る 

２
や
や
あ
て
は
ま

る ３
あ
ま
り
あ
て
は

ま
ら
な
い 

４
あ
て
は
ま
ら
な

い 

a)  食事制限をする １ ２ ３ ４ 
b)  運動をする（ランニング・筋トレなど） １ ２ ３ ４ 
c)  ダイエットサプリメントを飲む １ ２ ３ ４ 
d)  スポーツジムに通う １ ２ ３ ４ 
e)  ダイエット食品を購入する １ ２ ３ ４ 
 
問３  あなたは、以下のメディアの情報をどれくらい信頼していますか。a)～e）の項

目に関して、あてはまるもの 1つずつ選んで、その数字に○をつけてください。 
 

 １.とても 
信頼している 

2.まぁまぁ 
信頼している 

3.あまり 
信頼していない 

4.信頼していない  

a)テレビ  １ ２ ３ ４ 
b)新聞 １ ２ ３ ４ 
c)雑誌 １ ２ ３ ４ 
d)書籍 １ ２ ３ ４ 



e)インターネット １ ２ ３ ４ 
 
問 4   あなたの購買意識についておうかがいします。あなたが商品を購入する際に、以

下の a)～k)の項目に関してどれくらい重視していますか。それぞれあてはまるも
の一つずつ選んで、その数字に○をつけてください。 

 
 

１
そ
う
思
う 

２
や
や
そ
う
思
う 

３
あ
ま
り
そ
う
思
わ

な
い 

４
そ
う
思
わ
な
い 

a)価格が安いこと １ ２ ３ ４ 
b)デザイン性に優れていること １ ２ ３ ４ 
c)好きなブランドであること １ ２ ３ ４ 
d)限定品であること １ ２ ３ ４ 
e)雑誌に掲載されていること １ ２ ３ ４ 
f)新製品であること １ ２ ３ ４ 
g)友人のおすすめであること １ ２ ３ ４ 
問    あなたの購買行動についておうかがいします。あなたは、以下の a)～k)の項目

に関して、商品を購入する際どのような方法を利用しますか。それぞれあてはま

るもの一つずつ選んで、その数字に○をつけてください。 
 
 １

あ
て
は
ま
る 

２
や
や
あ
て
は
ま

る ３
あ
ま
り
あ
て
は

ま
ら
な
い 

４
あ
て
は
ま
ら
な

い 

a)  実際に店頭に足を運ぶ １ ２ ３ ４ 
b)  インターネットでのオンラインショッピン
グ 

１ ２ ３ ４ 

c)  雑誌やカタログにのっている通信販売 １ ２ ３ ４ 
d)  ブランドの展示会 １ ２ ３ ４ 
e)  モバイルショッピング １ ２ ３ ４ 
f)  オークション １ ２ ３ ４ 
 
問    あなたは雑誌に掲載されている QR コードを使ってオンラインショッピングや



モバイルショッピングを利用したことがありますか。また、どのような印象をお

持ちですか。以下の a)～k)の文章に関して、それぞれあてはまるもの一つずつ選
んで、その数字に○をつけてください。 

 
１利用したことがある    ２．利用したことはない 
 
 １

あ
て
は
ま
る 

２
や
や
あ
て
は
ま

る ３
あ
ま
り
あ
て
は

ま
ら
な
い 

４
あ
て
は
ま
ら
な

い 

a)  自宅で購入できるので楽である １ ２ ３ ４ 
b)  アドレスを入力せずにサイトにいけて利用

しやすい 
１ ２ ３ ４ 

c)  実際に商品が見られないので不安  １ ２ ３ ４ 
d)  雑誌に載っている商品が購入できてうれし
い 

１ ２ ３ ４ 

 
フェイスシート   ここからあなた自身のことについてお伺いします。 
●Ｆ１ あなたの年齢はおいくつですか？正確な数字をご記入お願いします。 
                                  【   】歳 
●Ｆ２ あなたの職業はなにですか？あてはまるもの一つに○をしてください。 
        １.会社員   ２．高校生（   ）学年   

３．大学生・専門学校生(   )学年   ４.パート・アルバイト   
５．無職   ６．その他（        ） 

●F３ あなたの体重はどのくらいですか？あてはまるもの一つに○をしてください。 
１．40kg以下 ２．40kg～49kg ３．50kg～59kg ４．60kg以上     
●Ｆ４   あなたが購読している雑誌は何ですか。あてはまるものすべてに○をしてくだ
さい。 
１．Soup ２．ViVi ３．JJ ４．CLASSY ５．PINKY ６．MORE ７．non-no 
８．Mina ９．SCawaii! 10．Ray 11．PS 12．CanCam  13．Zipper 14．mini  
15．Spring 16．Sweet 17．anan 18．その他（                 ）    

アンケートは以上です。最後までご回答いただきありがとうございました。 
 
６．スケジュール 
 



3年  6月 先行研究集め フォーラム研究 
 7月 ↓          先行研究まとめ ↓ 
 8月 ↓             ↓ ↓ 
 9月 ↓             ↓  ↓ 
 10月 研究対象の情報集め・分析の勉強 ↓    就職活動 
 11月    ↓        ↓ 
 12月 ↓           仮説の再検討           ↓ 
 1月                  ↓        ↓  
 2月 アンケート項目の再検討      ↓                    ↓ 
 3月 ↓           ↓  
4年 4月 調査票の確定        ↓ 
 5月    ↓        ↓ 
 6月    ↓  
 7月 アンケート調査実施・分析開始  
 8月    ↓  
 9月 ↓           卒業論文執筆   
 10月                  ↓   
 11月                  ↓   
 12月 完成・提出  
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